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第２章 豊能町の現状                 

 

 第１節 人口構成 

 

 令和２年９月 30 日現在の人口をみると、総人口は 19,130 人であり、性別の内訳は、男

性 9,137人（47.8％）、女性 9,993人（52.2％）です。 

また、年齢別では、15歳未満人口が 1,238人（6.5％）、15～64歳が 9,015人（47.1％）、

65歳以上が 8,877人（46.4％）となっています。 

 

 

男性 （9,137 人）              女性 （9,993 人） 

 

 

資料：住民基本台帳   
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 第２節 障害のある人の状況 

 （１）各種障害者手帳所持者数の推移 

 障害者手帳所持者総数は、年毎に若干の増減はありますが、微増を続けている推移と

なっています。令和元年度では、身体障害者手帳所持者が 764人、療育手帳所持者が 122

人、精神障害者保健福祉手帳所持者が 151人となっています。 

 障害者手帳の種類別にみると、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳の所持者は

ほぼ横ばいですが、療育手帳の所持者は年々増加しています。 

 

 

 

 

 

資料：福祉行政報告例、衛生行政報告例（各年度末時点） 
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 （２）身体障害者手帳所持者数の等級別推移 

  身体障害者手帳所持者数は令和元年度末で 764人であり、このうち 18歳未満の児童は

６名です。 

  等級別に毎年度の手帳所持者数の推移をみると、１級から２級の重度、３級から４級

の中度の手帳所持者はほぼ横ばい、若しくは微減となっていますが、５級から６級の軽

度の等級の手帳所持者が増加しています。 

 

 

 

 

資料：福祉行政報告例（各年度末時点） 
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（３）療育手帳所持者数の等級別推移 

 

療育手帳所持者数は令和元年度末で 122 人であり、このうち 18 歳未満の児童は 31 人

です。等級別ではＢ２(軽度)が最も多く、次いでＡ(重度)、Ｂ１(中度)となっています。 

毎年度の手帳所持者数の推移をみると、各等級ともに年々増加を続けています。 

 

 

 

 

資料：福祉行政報告例（各年度末時点）   
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（４）精神障害者保健福祉手帳所持者数の等級別推移 

 精神障害者保健福祉手帳所持者の総数は、年々増加の傾向にありましたが、平成 30年

度以降は若干の減少傾向にあります。 

等級別では２級が最も多く、次いで３級、１級となっています。 

 

 

 

 

資料：衛生行政報告例（各年度末時点）  
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（５）特定医療費（指定難病）受給者数 

特定医療費（指定難病）受給者数は、平成 25年度から平成 27年度はおおむね一定で

したが、平成 28年度から対象疾患の範囲が拡大したこともあり、大きく増加し、200人

を超える数値で推移しています。 

 

（人）   

 
平成 

25年度 
平成 

26年度 
平成 

27年度 
平成 

28年度 
平成 

29年度 
平成 

30年度 
令和 
元年度 

特定疾患医療受給者数 173 178 177 233 260 227 227 

 

資料：大阪府池田保健所（各年度末時点）  

 

（６）障害支援区分の認定者数 

障害支援区分認定者は、年々増加の傾向にあります。 

区分別にみると、令和元年度末では、「区分６」が最も多く 21 人、次いで「区分２」

と「区分４」が 19人となっています。 

障害支援区分は、数字が大きいほど、必要とされる支援の度合いが高くなります。 

 

（人） 

 平成 
25年度 

平成 
26年度 

平成 
27年度 

平成 
28年度 

平成 
29年度 

平成 
30 年度 

令和 
元年度 

区分 1 2 2 0 0 3 3 3 

区分 2 8 11 12 10 11 15 19 

区分 3 21 16 14 11 16 15 16 

区分 4 14 15 18 19 16 19 19 

区分 5 10 15 10 12 13 10 11 

区分 6 10 15 19 18 17 19 21 

総数 65 74 73 70 76 81 89 

 

資料：福祉課（各年度末時点） 

 

 

 

 


